
同 志 社 大 学  会 場

2024 年

11月22日(金)〜12月27日(金)

京 都 外 国 語 大 学  会 場

2024 年

10月1日(火)〜10月16日(水)

〒615-8558
京都市右京区西院笠目町６
1号館１階南側通路 展示スペース
TEL 075-322-6038（総合企画部企画課）

〒602-8580
京都市上京区今出川通烏丸東入
同志社大学今出川キャンパス
ハリス理化学館同志社ギャラリー 2階
企画展示室
TEL 075-251-271

会場アクセスについては
◁コチラから

会場アクセスについては
コチラから▷
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The Folk Dwellings of Mio and Migration to Canada
三尾の民家建築とカナダ移民

日系カナダ人の財産没収
誰かがあなたの家や持ち物、自由を奪ってしまうことを  

想像してみてください。
1942年カナダ政府は、21,460人の日系カナダ人を

ブリティッシュ・コロンビア州沿岸部から強制的に立ち退かせました。
日系人は、自分の手で持ち運べるものだけ持って列車に乗り込み
カナダ政府は、残されたものは政府が保護すると約束しました。

しかし実際には、日系カナダ人の財産は取り上げられ
すべてが、盗まれるか売り払われたのです。

監修・制作：松田法子研究室（京都府立大学）

入場
無料

和歌山県日高郡美浜町の漁村・三尾集落では、
明治期以降、多数のカナダ移民を送り出してきました。
初期の移民たちは単身の男性漁業者が多く、
現在三尾に残る家々は、彼らが家族と余生を過ごすため、
カナダでの稼ぎを注いで建てたものが大半です。
この展示では、そのような固有の近現代史と共にある
三尾集落の民家建築に注目します。
風が強い三尾の土地柄から工夫された、
軒が低くて重厚な屋根をもつ伝統形式の民家と、
カナダでの生活様式が反映された洋風の住宅からなる家々。
三尾ならではの、民家建築の世界をお楽しみください。


